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ク ス ノ キ 科 に 属し、暖帯住植物で関東 よ り以西に分布しています。木 の 色 は 淡 い 黒 色 で す が、 表 皮 のは

げ落ちた部分が鹿の子模様になっているところ か ら 、 カ ゴ ノ キ 、 カ ゴ ガ シ 、 カ ノ コ ガ 等 と も 言 わ れ て いま

す。 目通り 9.5~;':、樹高約15 ~;':、樹齢約400年と推定され、県内では最大のものです。

同家では、先祖代々この木を神木として大切にし、枝を切らないようにしているので、このような 大木

になったと言われています。 その昔、殿様がこの木に切り目を入れたという痕が残っているほか、幹や 枝

にはイタビカズラ等多くの寄生木が群がって生えており、 神 木の貫禄を見せています。



窮
民
と

ι対
話
、

議
会
と
の

携
の
昨
で

施
政
方
針
を
述
べ
る
西
田
町
長

0日までの 3日聞の会期

で開かれました

ノ;-1叶の議会では、西田IlIf長の平成 1 2年度施政方針表明に引き

5人の品目が一般質問を行いました。

議案審議では、干成 11年皮長沢一阿丁一技会計補正予算(第 4号)、

員の再任問に関する条河、平成 12年度長浜町一般会計予算、長浜町[，'，1

定資疋評価帯査 委 員 会 委[:1の選任につき 議 会 の 同 意 を 求 め る こ と な ど の

議案 49件が全て原案のとおり承認、可決されました。また、ヘ権擁護

委員伶浦者の推薦につき議会の意見を求めることについての議会諮問案

件 2件反ぴ、長浜町議会委員会条例のー部を改正する条例などの議会提

(LI '(案件 2件も原案のとおり可決主れたほか、「111島海運有限会社の粍営状

況に関する :e[i告や、例月出納検査などの議会報U案件 4件も全て受理採

九己

耳哉

3円 8日カミら 17うま、長浜町議会第 1固定例

千)て主れました。

A 舵空間、

ー

年

度

施

i

皆
さ
ん
の
思
い
が

町
政
に
反
映
し
た

町
、
づ
く
り

可決された主な読案のあらましをご紹介しますυ

昨
年
を
掠
り
抗
一
り
、
佳
会
経
済
的
に

依
然
と
し
て
景
気
回
復
の
兆
?
J

が
見
え

ず
、
一
部
公
務
員
等
の
倫
理
観
の
欠
如

が
国
民
と
の
聞
に
史
に
ボ
信
感
を
湧
出

し
て
い
る
よ
う
な
状
川
合
け
ん
た
と
き
、

私
は
、
町
民
の
曹
三
一
ん
の
町
に
対
す
る

本
当
の
思
い
が
町
政
に
反
映
で
き
る
よ

う
な
、
そ
し
て
長
浜
町
い
ん
で
あ
る
こ
と

の
誇
り
や
、
こ
の
町
に
住
ん
で
い
て
よ

か
っ
た
と
の
光
実
感
が
も
た
れ
ゐ
よ
う

な
町
つ
く
り
の
基
盤
経
備
を
、
町
民
の

比

1
3
ん
と
共
に
構
築
す
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ふ

十
二
年
皮
の
子
算
編
成
に
つ
い
て
は
、

明
る
く
元
気
な
町
-
つ
く
り
ム
ザ
ヰ
一
調
に
、

第
一
次
産
業
の
振
興
、
山
山
田
の
移
転

整
備
、
急
速
仁
進
技
ト
ヌ
る
高
齢
化
社
会

に
即
応
し
た
保
健
福
祉
の
推
進
L
C
元
主
、

道
路
網
の
整
備
促
進
、
河
川
改
修
事
業
、

長
浜
川
山
品
券
発
行
計
業
、
的
報
公
開

制
度
に
係
フ
也
事
務
事
業
の
推
進
、
情
報

通
信
、
不
ソ
ト
ワ
ー
ク
心
構
築
な
ど
、
糟

力
的
に
祖
ふ
込
ま
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

b包正文)j3ii、

こ
こ
し
ば
ら
く
は
坑
じ
ん
の
低
迷
状
態

が
続
き
、
相
め
て
厳
1

レ
レ
状
況
が
予
測

さ
れ
る
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
快
適
で

楽
し
き
に
満
ち
た
生
き
が
い
の
あ
る
充

実
し
允
生
活
が
実
感
で
き
る
よ
う
、
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
に
お
い
て
均
衡
の

凶
れ
売
施
策
を
砧
臥
的
に
推
進
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

2 

早

整

備

ピ

け

取
り
組
み
た
い

主
ず
、
沼
津
警
備
に
つ
い
て
は
、
当

町
の
町
ぞ
つ
く
り
の
根
幹
を
な
す
に
仰
一
め
て

重
要
な
事
業
で
あ
り
、
昨
年
同
様
、
第

九
次
計
湾
笠
備
七
ヶ
年
計
一
由
仁
全
母
っ
き
、

小
型
船
だ
ま
り
、
沖
防
波
間
切
の
企
備
を

櫨
極
的
に
推
進
す
↓
心
と
共
に
、
公
共
岸

壁
第
二
パ

l
ス
の
整
備
に
向
け
防
く
要町づくりの根幹をなす港湾整備事業



空
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
町
単
独
公

共
用
地
造
成
事
長
に
つ
い
て
も
、
県
営

工
事
と
の
整
合
を
同
り
な
が
ら
早
期
整

備
を
日
桝
す
考
え
で
あ
る
。

環
境
緑
地
に
つ
い
て
は
、
設
備
整
備

に
よ
り
い
つ
で
も
だ
れ
で
も
気
較
に
利

用
で
き
る
広
場
に
す
る
と
共
に
、
西
側

に
隣
長
す
る
海
岸
の
雄
岸
堤
等
の
整
相

に
つ
い
て
も
、
早
期
整
備
に
向
け
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

し
-
心快

適
で
防
災
も
視
野
に

入
れ
た
道
、
、
つ
く
り
を

生也しりと
区ても道
カ首 し、 才見 b'%
ら.~野整
固たに備
道い入に
三とれ勺
七考たい
へえ道て
号 て づ は
に し 、 く
至る 1) 快
る。を j蜜
区↑て推で

県道改良と河JI[改修の合併施工が進む仁久弛区間久進防

に
つ
い
て
は
、
回
・
県
・
町
と
の
三
者

協
議
の
中
で
連
格
調
整
を
図
る
と
共
に
、

地
凶
混
乱
区
域
等
に
つ
い
て
も
鋭
意
解

消
に
努
め
、
可
及
川
速
や
か
に
事
業
着

手
で
き
る
よ
ろ
川
き
続
三
条
件
の
繋
備

に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
県
道
長
浜
中
村
線
に
つ
い
て

も
、
前
市
民
路
線
と
位
置
づ
け
早
期
品
川
J

備

を
川
り
、
長
浜
保
内
線
の
内
、
人
和

へ
郷
)
地
巨
の
人
家
連
担
地
区
辻
、
現

在
、
地
元
協
誌
と
関
係
機
関
に
よ
り
情

力
的
に
調
年
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
合
意
形
氏
が
何
ら
れ
れ
ば
早
急

に
引
業
主
施
を
い
た
だ
く
よ
、
つ
強
ノ
¥
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
さ
ら
に

間
生
大
洲
糠
に
つ
い
て
も
、
そ
の
整
備

促
進
に
つ
い
℃
強
く
働
き
か
け
、
町
時

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
構
築
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
町
道
に

つ
い
て
は
、
必
要
性
・
緊
急
れ
等
合
勘

一
叫
ぶ
し
て
、
順
次
そ
の
整
備
を
凶
る
考
え

で
あ
る
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る

住
環
境
の
確
保
を

良
好
で
安
心
し
て
生
話
で
き
る
住
環

境
確
保
の
た
め
の
防
災
事
業
に
つ
い
て

は
、
治
山
・
治
ぷ
事
業
や
地
滑
り
対
策
、

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
、
が
け
地
防

災
対
策
亨
業
等
の
導
入
を
引
き
杭
去
、
一
図

る
と
共
に
、
災
害
発
生
時
の
的
確
な
対

二晶ー三1ごがι之ン7司令ぶ刊 'I'ヤプ〈

事業の早期着手カY望まれる大手口(郷)地区

応
・
行
動
等
、
防
火
に
関
す
る
相
識
の

A
n
反
や
一
啓
発
、
迅
速
な
災
害
情
報
伝
達

体
制
の
藍
漏
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
一
一
層
の

整
備
促
進
を
悶
っ
て

激
特
す
業
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
除

き
今
年
度
末
を
も
っ
て
司
ぼ
完
了
の
返

び
と
な
っ
て
い
る
が
、
治
本
の
文
八
王
度

か
ら
す
る
と
な
お
今
層
の
整
備
侭
進
を

凶
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

一
般
改
惨
事
業
費
の
州
事
に
つ
い
て
惰

力
的
に
要
望
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
、
削

提
要
件
と
な
っ
て
い
る
大
和
F

却
)
地

区
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
、
国
・
県
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
宅
地
の
嵩
ト
げ
を

念
頭
に
、
早
期
着
手
に
川
け
諸
準
備
を

行

っ

て

い

る

と

こ

ろ

に

久

地

区
に
り
い
て
は
、
本
年
度
山
崎
よ
流
付
近

の
宅
地
口
上
げ
と
、
県
道
改
良
l
y

一
の
合

併
随
行
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
(

な
お
、
肱
川
の
治
水
に
つ
い
て
は
、

上
ド
流
を
一
体
と
し
た
整
備
を
早
期
に

行
、
っ
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
大
洲

市
及
び
長
浜
町
山
水
対
策
協
議
会
」
宇
一

設
け
、
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

多
面
的
な
検
討
の
中
で

町
民
の
総
意
と
し
て

山
心
故
タ
ム
建
泊
一
氏
・
中
予
分
水
問
題

に
係
る
懸
念
事
項
に
つ
し
い
て
は
、
一
舟
二
-

再
同
に
わ
た
り
山
鳥
堤
ダ
ム
岬
査
対
策

判
別
安
員
会
レ
F

一
行
政
と
の
出
で
協
議
検

ー
さ
せ
て
い
h

に
だ
き
、
町
年
の
第
一
一
同

定
例
市
尖
に
お
い
て
、
長
浜
町
と
し
と

の
懸
念
事
項
を
表
川
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
そ
の
後
、
町
内
十

二
地
区
に
お
い
γ

て
懸
念
事
現
の
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
共
に
↑
」
意
見
を
伺
っ

た
が
、
た
方
の
骨
さ
ん
が
何
ら
か
の
不

安
を
抱
い
て
お
ら
れ
る
。
建
設
省
に
お

い
て
も
、
当
町
の
懸
念
事
項
を
真
撃
に

受
け
止
め
ら
れ
各
樟
調
査
手
一
一
主
施
さ
れ

た
の
で
、
逐
次
、
行
政
及
び
議
会
に
対

し
報
官
が
あ
る
も
の
と
ぢ
え
て
い
る
。

本
件
は
極
め
て
重
要
な
案
件
で
あ
る

の
で
、
時
間
た
る
考
え
方
の
l

の
皆
さ
ん
と
勉
強
を
し
な
が
ら
そ
の
結

米
合
住
民
的
甘
さ
ん
に
お
伝
え
し
、
多

田
的
な
検
討
の
中
で
町
民
の
総
意
L
心
し

て
の
が
相
論
を
山
川
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

都
市
計
画
全
巌
の

見
直
し
を

都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
昭
和
一
一
十

同
午
の
指
定
以
来
、
明
和
五
十
午
に
最

終
変
更
佐
行
い
、
大
(
了
丘
一
点
・
仁
久
・

沖
浦
・
市
、
川
・
晴
海
の
五
地
区
を
都
巾

計
画
区
域
に
指
定
し
て
い
る
。

現
在
、
急
速
に
変
化
す
る
和
会
経
済

情
勢
を
ふ
ま
え
、

J
両
的
な
都
市
出
画

行
政
を
行
、
つ
こ
と
を
目
的
レ
f-

す
る
都
市

計
阿
マ
ス
タ
ー

0

フ
ラ
ン
を
平
成
十
三
午社会経済情勢を踏まえた都市計画区域の見直しを

。
υ 



度
末
を
目
標
に
策
定
中
で
あ
り
、
都
市

計
画
全
般
の
見
直
し
を
行
う
べ
く
そ
の

基
盤
と
な
る
区
域
の
見
直
し
を
行
い
、

順
次
、
用
途
地
域
、
都
市
施
設
等
の
変

更
へ
と
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
特
に
、
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

は
逐
次
整
備
を
進
め
る
よ
、
つ
取
り
組
み
、

商
席
街
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
都
市
街
路
な

ど
、
拠
点
地
域
の
面
的
整
備
に
つ
い
て

も
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
総
合
計
同
や
都
市
計
岡
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
諸
計
画
と
の
整
合
を

図
り
な
が
ら
、
今
後
の
町
土
利
用
に
関

す
る
国
土
利
用
計
両
(
長
浜
町
計
画
)

を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

国
@
県
の
施
策
を

可
能
な
限
り
導
入
し
て

産
業
の
振
興
で
あ
る
が
、
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
に
対
し
て
は
、

国
・
県
の
施
策
を
可
能
な
限
り
導
入
す

る
と
共
に
、
町
単
独
事
業
と
合
わ
せ
関

係
組
合
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
、
農
業
に
つ
い
て
は
、
公
括
的

機
能
の
確
保
を
図
る
た
め
の
施
策
と
し

て
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

導
入
を
は
じ
め
、
農
道
及
び
園
内
道
の

開
設
や
認
定
農
業
者
の
確
保
及
び
、
優

良
農
地
の
流
動
化
等
も
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
幹
線
林
道
の
開

設
、
計
問
的
な
保
育
、
除
間
伐
事
業
の

推
進
の
ほ
か
、
長
浜
町
森
林
保
全
対
策

検
討
会
を
新
設
し
て
、
町
七
一
の
保
全
、

水
源
酒
養
林
の
育
成
、
新
し
い
森
林
施

業
の
方
策
を
調
査
検
討
し
、
さ
ら
に
、

特
用
林
産
物
で
あ
る
椎
茸
の
優
良
種
駒

の
導
入
与
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

漁
業
に
つ
い
て
は
、
魚
礁
、
築
い
そ

の
造
成
事
業
の
敵
軍
備
や
稚
魚
貝
の
中
間

育
成
と
放
流
事
業
に
対
す
る
支
援
、
出

海
漁
港
の
沖
防
波
堤
の
施
設
整
備
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
引

き
続
き
長
浜
町
商
品
券
発
行
事
業
に
、

行
政
、
商
工
会
、
商
工
業
者
が
一
体
と

な
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
む
と
共
に
、

経
営
の
改
善
や
地
域
振
興
事
業
に
対
し
、 農道の開設事業

商
工
会
を
通
じ
て
引
き
続
き
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
豊
か
な
白

然
環
境
や
貴
重
な
文
化
遺
産
等
の
資
源

を
有
効
に
活
用
す
る
と
共
に
、
観
光
サ

イ
ド
か
ら
の

P
R
は
も
と
よ
り
、
単
な

る
通
過
点
に
な
ら
な
い
よ
う
受
け
入
れ

態
勢
の
整
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

総
合
福
祉
施
設
の

整
備
を

保
健
福
祉
関
係
で
あ
る
が
、
ま
ず
保

健
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
て
健
康
診
査
や
健
康
教
育

を
基
本
と
し
た
予
防
体
制
を
強
化
し
、

住
民
の
健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を

図
る
と
共
に
、
保
健
業
務
を
充
実
さ
せ

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い総合福祉施設の整備が進む柴地区

と
考
え
て
い
る
。
特
に
、
各
種
検
診
の

受
診
啓
発
を
図
る
一
方
、
各
地
区
単
位

の
健
康
相
談
、
在
宅
療
養
者
の
訪
問
指

導
や
リ
ハ
ビ
リ
教
室
、
乳
幼
児
の
健
康

診
査
、
母
親
学
級
、
育
児
相
談
、
小
児

生
活
習
慣
病
予
防
教
室
等
、
積
棟
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
柴
地
医

(
王
子
ケ
丘
)
へ
移
転
改
築
す
る
計
画

で
あ
る
養
護
老
人
ホ
i
ム
白
山
園
に
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
医
療
介
護
施
設
を
併

設
す
る
と
共
に
、
品
川
代
交
流
等
を
視
野

に
入
れ
た
総
合
福
祉
施
設
の
整
備
を
、

十
三
年
度
か
ら
二
年
間
の
継
続
事
業
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

次
に
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、

長
浜
町
介
護
保
険
条
例
を
制
定
し
て
事

務
の
執
行
に
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
介
護
認
定
に
よ
り

「
白
立
」
と
判
断
さ
れ
た
方
の
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
阿
る
た
め
、
困
・
県
の

補
助
事
業
に
町
単
独
事
業
の
施
策
も
追

加
し
、
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
不
均
衡
な
教
育
を
是
正
す
る

た
め
の
保
育
所
の
舟
編
に
つ
い
て
は
、

議
員
各
位
を
は
じ
め
地
元
の
皆
さ
ん
と

の
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
統
廃
合
を
含

む
行
政
改
革
を
視
野
に
入
れ
た
年
次
計

画
に
よ
り
、
順
次
整
備
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

住
民
一
人
ひ
と
り
の

意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

-4-

環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
球
的
規

模
で
の
対
策
が
重
要
で
あ
り
、
本
町
の

自
然
的
・
社
会
的
条
件
に
応
じ
た
「
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
関
す
る
実

行
計
両
」
の
策
定
に
取
り
組
む
と
共
に
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
の
高
揚
を
図

る
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
廃
棄
物
処
理

に
関
し
で
も
、
「
七
種
分
別
と
有
料
化
」

の
定
着
の
年
と
し
て
、
分
別
の
徹
底
と

減
量
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
全

力
で
取
り
組
む
ほ
か
、
監
視
パ
ト
ロ
ー

ル
、
住
民
モ
ラ
ル
の
喚
起
・
件
発
に
よ

り
不
法
投
棄
等
の
根
絶
に
努
力
し
た
い
。

さ
ら
に
、
県
が
進
め
て
い
る
ご
み
処
四
日

広
域
計
画
に
閲
し
て
も
、
関
係
市
町
村この机も椅子もリサイクルで生まれ変わったものです



と
歩
調
を
合
わ
せ
て
取
り
紺
ん
℃
い
き

と
い
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
生
活
廃
水
処
理
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
従
前
か
ら
の
「
合
併
処
止
泊

化
槽
整
備
事
業
情
助
制
度
」
に
よ
り
個

別
生
活
排
水
の
ゆ
化
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ふ
が
、
町
内
全
域
の
処
理

都
市
計
画
や
国
土
利
用
計
画

豊
か
な
人
間
性

育
て
る
教
育
を

教
育
問
一
昨
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る

心
の
教
育
、
ふ
フ
心
主
と
孜
育
、
人
権
教

育
等
を
推
進
し
た
い
と
与
え
て
い
る
。

い
じ
め
、
不
町
一
足
技
問
起
に
対
応
す
る
た

め
、
公
町
的
な
い
じ
め
対
策
協
議
会
を

や
の
上
位
計
画
決
定
が
な
き
れ
た
段
階

で
は
、
こ
れ
ら
に
沿
っ
た
具
体
的
整
備

事
た
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ふ

J

ま
た
、
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給

す
る
水
道
事
業
の
使
命
を
呆
た
す
た
め
、

水
山
確
保
を
は
じ
め
、
治
配
水
施
設
等

の
整
備
な
ど
の
諸
施
策
を
、
一
層
抗
進

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子どもたちの豊かな人間性を育てて…(資科写真田長浜小)

設
置
す
る
と
共
に
、
教
育
委
員
会
内
に

「
心
の
電
話
一
を
、
長
浜
小
学
校
に

つ
心
の
教
室
」
を
立
直
し
て
対
応
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
学
校
・
家

庭
・
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
悶
庖
に
つ
い
で
は
、
先
般

審
議
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
答
申
を
尊

重
し
、
町
議
会
、
教
育
委
員
ム
バ
…
寺
に
お

い
て
協
語
、
検
討
い
た
だ
き
、
ー
へ
の
方

向
利
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
長

浜
町
で
生
き
る
こ
と
に
再
び
を
感
じ
る

住
民
が
多
く
育
り
土
壌
づ
く
り
を
、
生

、
世
学
留
の
町
づ
く
り
推
進
の
基
本
崎
な

指
標
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
け
文
化

活
動
に
つ
い
て
も
、
生
活
文
化
祭
等
を

廷
に
地
域
に
保
付
い
た
内
宮
の
あ
る
も

の
に
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
過
去
三
回
実
施
し
て
き
た
龍

出
ク
ル

I
ジ
ン
グ
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
今
年
度
改
「
龍
馬
と
歩
こ
う
脱

藩
の
請
と
を
令
州
し
て
お
り
、
「
維
新

の
港
」
と
い
う
位
苦
づ
け
の
中
で
、
町

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な
方
向
円
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

社
会
体
育
で
は
、
町
民
の
健
康
・
体

力
マ
つ
く
り
を
促
進
す
る
ス
ぶ
l
ツ
の
推

進
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
川
民
運
動
場

の
代
替
施
設
と
し
て
の
ぺ
晴
海
ふ
れ
あ

い
パ

I
ク
」
に
つ
い
て
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
が
今
年
十
月
頃
、
テ
一
一
一
ス
コ

l
卜

が
来
年
町
立
初
の
す

i
プ
ン
に
向
け
て

繋
備
中
で
あ
サ
ω

同
和
教
育
に
つ
い
て
は
、
町
民
公
て

が
主
体
的
に
取
り
紺
む
同
和
教
育
、
人

作
教
一
一
は
を
積
椋
的
に
推
進
す
ブ
心
と
共
に
、

人
柱
条
例
施
行
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
、
「
長
浜
町
人
権

条
例
設
首
長
一
九
日
会
一
の
発
足
と
、
資
料

収
集
の
準
備
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
コ

持
て
る
力
を
発
揮
し

絞
始
全
力
で
対
処
を

以
上
、
新
年
度
を
迎
え
払
の
町
政
に

望
む
丹
惜
の
一
部
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
が
、
一
比
来
か
ら
の
も
の
に
つ
い

て
は
発
民
的
に
見
直
し
を
行
い
、
新
規

施
策
・
重
点
事
業
に
つ
い
て
は
持
て
る

力
を
存
分
に
発
帰
し
て
、
終
始
全
ケ
で

対
処
し
で
い
く
考
え
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
議
員
各
位

の
ご
支
援
・
ご
協
力
、
全
町
民
の
ご
理

解
な
く
し
て
町
政
を
円
市
に
い
引
浜
一
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
本
年
度

も
、
町
比
と
の
対
話
に
努
め
、
議
会
と

の
み
一
川
心
中
で
諸
施
策
を
講
じ
る
こ
と

を
町
政
運
営
の
基
本
と
し
て
、
精
一
也
的

一
ド
諸
事
業
を
推
進
し
一
に
い
き
た
い
と
Zd

え
て
い
る
。

育
同
題
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
開
題

民
つ
い
で

整備が、進む晴海ふれあいパーク

質
問
:E
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、

県
か
ら
私
土
ち
議
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
凋

存
一
か
配
布
さ
れ
回
答
し
た
と
こ
ろ
で
あ

ゐ
が
、
今
秋
ま
で
に
は
ん
い
併
の
推
進
要

綱
が
示
さ
れ
る
と
川
心
わ
れ
る
。
役
場
内

に
検
討
委
員
会
J
T
、
ま
た
議
会
に
特
別

委
員
会
を
組
織
す
べ
き
と
思
う
が
、
町

長
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
ヲ
一
三
り
え
な
の

か
し
ま
た
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
以
前

お
願
い
し
た
商
工
観
光
課
の
設
置
を
含

め
だ
町
の
機
構
改
輩
、
職
員
の
意
識
改

ヨ
宮
司

日富

友

議
官
員

革
に
り
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
許
(
町
長
)
・
:
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
符
介
を
七
い
空
す
。

。
高
校
開
の

交
流
を

質
問
・
:
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
、
教

育
長
は
ど
う
実
態
を
把
握
し
て
い
る
の

か
。
長
浜
中
学
校
で
の
刃
物
事
件
の
話

を
聞
い
て
い
る
が
、
教
育
委
員
会
へ
そ

5 



の
報
告
は
あ
っ
た
の
か
。
そ
う
し
て
ど

う
対
処
し
た
の
か
。
ま
た
、
こ
の
他
に

い
じ
め
は
な
い
の
か
。

次
に
、
学
校
管
理
の
姿
勢
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
各
校
へ
の
指
導
、
意
見
交

換
等
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
中
学
校
三
年
生
を
対
象
に
実
施

さ
れ
た
、
働
く
人
に
学
ぶ
授
業
を
ど
う

評
価
し
て
い
る
か
。

最
後
に
、
長
浜
高
校
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
長
浜
中
学
校
か
ら
の
志
願
者
対

策
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
中

学
・
高
校
の
先
生
方
に
よ
る
情
報
交
換

等
は
実
施
し
て
い
る
の
か
。
地
元
高
校

と
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
が
増

え
る
よ
う
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
教
育
長
)
:
・
今
年
度
現
在
ま生徒数の減少が懸念される長浜高校

で
の
い
じ
め
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
小

学
校
で
の
長
期
的
な
仲
間
は
ず
れ
、
暴

力
な
ど
の
事
例
は
な
い
。
し
か
し
、
言

葉
の
暴
力
も
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
今
後
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

き
な
い
よ
う
校
長
先
生
方
に
お
願
い
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
中
学
校
に
お
い

て
は
、
悪
質
と
思
わ
れ
る
も
の
が
五
件

発
生
し
て
い
る
。
そ
の
都
度
速
や
か
に

実
態
の
確
認
、
該
当
生
徒
へ
の
指
導
を

行
う
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
全
校
生
徒
へ

の
注
意
を
促
し
て
い
る
が
、
ひ
ど
い
い

じ
め
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
・
本
人
と

共
に
相
談
の
場
を
持
っ
て
解
決
を
図
っ

て
い
る
。

ご
指
摘
の
刃
物
事
件
に
つ
い
て
は
、

加
害
者
の
生
徒
・
保
護
者
が
被
害
者
宅

を
訪
問
し
謝
罪
、
学
年
P
T
A
で
も
詳

細
な
説
明
を
行
っ
て
現
在
の
と
こ
ろ
は

解
決
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
い
じ
め
は
あ
る
と
の
認
識
の
基
、

小
さ
な
こ
と
も
見
逃
さ
ず
指
導
に
当
た

る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

次
に
、
学
校
管
理
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
月
一
固
定
例
校
長
会
を
持
ち
、
話

し
合
い
を
行
い
管
理
に
万
全
を
期
し
て

い
る
。
ご
指
摘
の
職
場
体
験
に
つ
い
て

は
、
大
変
い
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
、

で
き
る
だ
け
続
け
る
よ
う
お
願
い
し
た

ト

v

長
浜
高
校
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
へ

は
で
き
る
だ
け
長
浜
高
校
へ
の
進
学
指

導
を
お
願
い
し
て
い
る
。
強
制
は
で
き

ず
苦
慮
し
て
い
る
が
、
今
後
と
も
ね
ば

り
強
く
進
路
指
導
し
て
い
き
た
い
。
高

校
と
の
交
流
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
小

中
高
校
が
定
期
的
に
、
学
校
警
察
連
絡

会
議
と
生
徒
指
導
連
絡
会
議
を
年
一
一
同

自
滝
構
及
び
楠
阜
構

撤
去
に
つ
い
て

学
校
給
食
問
題
に
つ
い
て

開
村
合
併
に
つ
い
て

出
水
等
に
左
右
さ
れ
な
い

安
全
な
交
通
の
確
保
を

質
問
・
:
向
滝
梧
と
柿
早
橋
は
、
白
滝

大
橋
の
完
成
と
同
時
に
撤
去
さ
れ
る
と

地
域
に
不
便
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
。

歴
史
的
遺
産
の
保
存
と
い
う
面
か
ら
も

何
と
か
残
せ
る
方
法
は
な
い
の
か
。
ま

た
、
ど
う
い
う
理
由
で
撤
去
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
現
在
、
肱
川
沿
川

住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
べ
き
河
川

改
修
と
出
水
等
に
左
右
さ
れ
な
い
安
全

な
交
通
の
確
保
を
図
る
た
め
、
い
わ
ゆ

る
「
沈
下
橋
二
橋
」
の
ほ
ぼ
中
央
に
新

大
橋
を
建
設
中
で
あ
る
。
地
域
の
方
々

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
先
生
方
が
独
自
に

交
流
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
今
後
は
、

部
活
聞
の
交
流
等
、
高
校
の
校
長
先
生

の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
実
現
に
向
け
て

努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
c

東

敦

弘

一
時
隅
田
圏
内

に
と
っ
て
は
、
一
橋
に
な
り
不
便
を
来

す
こ
と
も
理
解
で
き
る
が
、
そ
れ
が
許

容
で
き
る
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
も
検

討
い
た
だ
き
た
い
。
歴
史
的
-
文
化
的

情
緒
も
感
じ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

補
助
事
業
の
導
入
条
件
や
安
全
な
交
通

確
保
等
、
維
持
存
続
に
係
る
様
々
な
要

因
か
ら
、
あ
え
て
、
こ
の
際
撤
去
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
c

質
問
:
先
般
、
長
浜
町
学
校
給
食
問

題
審
議
委
員
会
か
ら
答
申
書
が
出
さ
れ

た
が
、
そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ど
う

協
議
・
検
討
し
て
い
る
の
か
c

ま
た
、

実
施
に
対
す
る
具
体
的
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ

る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
国
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
等
弁
を
行
い
ま
す
。
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質
問
E:
長
浜
町
と
し
て
は
、
町
村
合

併
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
い
か
に
取
り

組
ん
で
い
く
つ
も
り
な
の
か
。
ま
た
、

そ
の
際
生
じ
る
問
題
と
し
て
は
ど
う
い
っ

た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

答
弁
(
町
長

)
i
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
符
弁
今
一
行
い
ま
す
。

愛鳥週間

(5 月 10~16 日)



長
浜
町
農
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

町
道

E

農
道

E

林
道
の

未
舗
装
部
分
の
対
応
策
に
つ
い
て

長
浜
町
の
活
性
化
に
つ
い
て

農
業
経
営
の
維
持
と
生
産

意
欲
の
喚
起
に
努
め
て

質
問
:
-
長
浜
町
農
業
活
性
化
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
特
に
重
点
を
置
い
て
い

る
農
業
政
策
は
何
か
の
ま
た
、
農
産
物

の
品
低
価
格
補
償
制
度
的
な
も
の
は
な

い
か
、
そ
し
て
国
・
県
へ
の
対
応
は
ど

の
よ
、
つ
に
し
て
い
る
の
か
。
さ
九
い
、

農
業
に
意
欲
の
あ
る
新
規
後
継
者
・

U

タ
l
ン
者
に
対
し
、
町
独
自
の
支
援
策

は
採
っ
て
い
な
い
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
中
山
間
地
等
直
接

交
払
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
導
入
に
取
り
組
み
、
中
山
間
地
農

業
の
維
持
発
展
を
凶
り
た
い
。
ま
た
、

柑
橘
選
回
一
小
施
設
導
入
徒
の
対
応
も
合
め
、

民
追
及
び
園
内
道
の
整
備
、
改
前
及
び

マ
ル
チ
波
培
の
普
及
促
進
、
認
定
農
業

者
の
確
保
及
び
優
良
農
地
の
流
動
化
等

も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
産
物
価
格
の
低
迷
に
対
す
る
直
接

的
補
償
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
町
で
直

F 当

矢

閤

義

議国民

接
に
は
施
策
を
設
け
て
い
な
い
が
、
愛

授
た
い
さ
」
農
協
が
実
施
す
る
朱
実
生
産

安
定
特
別
対
日
収
資
金
に
対
し
、
利
子
袖

給
を
宅
μ
M
L
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
価
格
補
償
に
つ
い
て
は
、
一
部
野

菜
や
米
等
で
は
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

果
樹
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
制
度
が

設
け
ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
へ
働
き
か

け
て
い
ご
と
共
に
、
農
業
団
体
と
の
淳
一

携
を
密
に
し
、
農
業
経
営
の
維
持
と
生

産
青
山
欲
の
喚
起
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
町
独
自
で
は
新
規
・

U
タ
ー

ン
就
農
苫
に
刻
す
る
施
策
は
実
施
し
て

い
な
い
が
、
県
で
は
、
就
農
に
必
安
な

資
金
キ
一
蕪
利
子
で
貸
し
付
け
る
制
慢
を

設
定
し
て
お
り
、
そ
の
制
度
の
活
用
を

積
極
的
に
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
ο

総
体
的
な

道
路
行
政
の
推
進
を

質
問
:
町
遣
、
民
近
、
林
道
の
未
舗

法
部
分
の
対
把
取
を
ど
、
つ
考
え
て
い
る

、
ノ
ミ

O

バ
ν
一カ答

卦
(
町
長
)
:
中
山
間
部
に
は
、

未
舗
装
も
含
め
未
改
良
道
路
が
多
く
、

農
林
業
の
転
興
洛
畏
や
活
性
化
に
も
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の
と
懸

ム
心
し
て
い
る
。
呪
在
、
幹
棋
的
町
道
の

改
良
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
引
き
続

き
農
林
遊
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
町
道

の
舗
装
、
改
良
整
備
に
つ
い
て
調
査
検

副
し
て
い
き
た
い
ど
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
農
林
、
山
一
に
つ
い
一
L
は
、
開
設

を
優
先
的
に
推
進
し
て
い
る
現
状
に
あ

り
、
山
中
午
、
必
要
性
、
川
政
事
情
ト
ヶ
を

劃
宗
し
、
中
長
期
整
備
計
町
れ
中
で
順

次
対
応
し
て
い
き
た
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
中
山
同
地
域
の
生
き
残
り
を
か

け
て
、
総
体
的
な
道
略
行
政
の
推
進
が

厄
一
安
で
あ
る
と
認
識

L
て
い
る
。

皆
さ
ん
の
思
い
が
開
花
し
た

元
気
な
町
、
づ
く
り
を

質
問
;
国
道
・
県
道
山
改
良
に
付
い
、

通
行
車
両
は
増
加
し
て
い
る
が
、
法
念

な
が
ら
一
通
過
点
に
す
ぎ
な
い
現
状
で

あ
る
。
長
浜
に
足
を
お
ろ
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
何
策
は
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
;
・
普
ん
仏
ト
ン
、
一
小
ル
が

順次行われている農道舗装工事

平
成
十
二
年
度
予
算
に
つ
い
て

保
育
所
の
老
朽
化
と

少
子
化
に
よ
る
統
合
に
つ
い
て

山
鳥
披
ダ
ム
建
設
と
中
予
分
水
に

係
る
懸
意
事
項
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

財
政
状
況
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

長
浜
町
商
品
涯
の

活
用
を
悶
り
た
い

質
問
:
平
成
十
二
年
度
予
算
に
つ
い

て
で
あ
ら
が
、
重
点
柑
策
と
し
て
何
を

開
通
し
て
以
来
、
通
過
し
父
刊
一
足
は
急
増

仁
、
す
で
に
沿
線
市
山
与
で
の
謹
済
効

呆
が
出
て
お
り
、
非
常
に
重
要
伝
意
味

合
い
を
持
つ
も
の
と
考
え
て
い
る
つ
こ

の
こ
と
を
進
め
る
に
は
、
「
怖
を
生
か

7
f
ペ
町
づ
く
り
」
は
も
と
よ
り
、

J
R

長
沼
駅
を
活
用
し
た
ま
ら
の
駅
」
化

の
検
討
要
請
や
、
環
境
緑
地
を
生
か
し

た
活
性
化
の
中
で
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
地
誠
寸
前

向
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ヘ
4

が
ら
、

個
人
商
居
等
に
お
い
て
も
法
相
的
な
経

営
戦
時
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
の
思
い
が
開
花
し
、
「
元
気
な
町
一
一
つ

く
り
」
が
で
〉
さ
る
よ
、
つ
ご
支
援
・
ご
協

ん
や
一
お
願
い
し
た
い
c

関

委主

謹
一
曹
関

士一位

取
り
上
げ
て
い
る
か
。
ま
た
、
各
種
団

体
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
少
な
い
財
源

を
有
効
に
生
か
す
よ
う
見
直
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
昨
年
発
行
し
た

長
浜
町
商
品
券
の
売
れ
行
き
と
町
民
の

茂
明
日
は
ど
う
か
。
ま
た
、
九
桂
委
員
会
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等
の
報
酬
等
に
こ
の
商
品
券
を
利
用
し
、

消
費
拡
大
を
図
つ
て
は
ど
う
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
十
一
一
年
度
の
重
点

施
策
で
あ
る
が
、
白
山
国
の
移
転
改
築

に
着
手
し
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

等
を
併
設
し
た
複
合
的
施
設
整
備
を
悶

る
と
共
に
、
大
和
(
郷
)
地
区
の
土
地

区
画
整
理
事
業
、
山
滝
柴
娘
の
橋
梁
整

備
、
港
湾
整
備
、
主
要
地
方
道
大
洲
・

長
浜
線
の
改
良
整
備
へ
の
環
境
、
づ
く
り
、

道
路
網
整
備
、
農
林
水
産
業
の
基
盤
整

備
、
介
護
保
険
の
円
滑
導
入
等
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る。
次
に
、
各
種
団
体
の
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
弁
団
体
の
四
一
解
を
得
な

が
ら
、
類
似
し
た
補
助
金
の
統
廃
合
等

に
よ
り
そ
の
見
直
し
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

長
浜
町
商
品
券
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
分
は
約
一
週
間
で
完

売
、
一
椴
分
も
発
行
枚
数
の
約
三
五
%

が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
役
場
内
で
は
、

記
念
品
や
謝
礼
等
を
含
め
可
能
な
限
り

商
品
券
を
活
用
し
た
い
。
ま
た
、
町
民

の
方
に
対
し
て
は
、
卒
業
・
入
学
祝
い

等
に
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
周
知
を
凶

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

統
廃
合
を
視
野
に

入
れ
た
年
次
計
画
を

質
問
司
岡
町
保
育
所
は
老
朽
化
が
目
立
ち
、

園
児
も
減
少
し
て
い
る
。
今
後
、
改
築

や
統
廃
合
等
の
計
岡
は
あ
る
の
か
。

答
井
(
町
長
)
:
・
保
育
所
入
所
定
員

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
現
状
の
中
、

幼
児
教
育
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
意
見
も
お
聞
き
し
な
が
ら
、

本
年
度
中
に
、
保
育
所
の
整
備
と
統
廃

合
を
視
野
に
入
れ
た
年
次
計
画
を
策
定

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
民
の
総
意

のと
判し
断て
を

費
問
i
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
及
び
中
子

分
水
に
係
る
長
浜
町
の
懸
念
事
項
を
昨

年
六
月
に
表
明
し
、
県
・
建
設
省
に
提

出
し
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
回
答

が
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
・
建
設
省
に
お
い
て

は
、
こ
の
懸
念
事
項
を
受
け
肱
川
下
流

域
で
各
種
調
査
を
実
施
中
で
あ
り
、
三

月
末
か
四
月
初
め
に
は
問
答
が
示
さ
れ

る
旨
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
正
式
に

回
答
が
示
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
集
約
し
て
広
報
紙
に
よ
り
町
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
と
共
に
、

山
鳥
坂
ダ
ム
調
査
対
策
特
別
委
員
会
に

お
い
て
も
、
逐
次
報
告
を
受
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

理
解
と
か
納
得
に
至
ら
な
い
も
の
が
あ

る
こ
と
も
当
然
考
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う

な
事
項
に
つ
い
て
は
、
段
階
を
重
ね
、

議
会
・
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
町

民
の
総
意
と
し
て
の
判
断
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
た
い

質
問
司
司
冒
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

財
政
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
ト
一
年
度
の
一
人
あ
た
り
の
医
療

費
及
び
ム
位
帯
あ
た
り
の
同
保
税
績
は

い
く
ら
で
、
近
隣
町
村
と
の
比
較
は
ど 建設省からの要請により正常流量等についての説明を受ける町議会

う
な
っ
て
い
る
か
。
さ
ら
に
、
国
保
財

政
調
整
基
金
の
保
有
額
と
運
用
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
こ
の
現

状
を
い
か
に
し
て
住
民
に
周
知
し
て
い

く
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
同
保
特
別
会
計
の

財
政
状
況
で
あ
る
が
、
十
一
年
度
の
推

計
と
し
て
、
不
足
額
一
億
二
千
八
百
万

円
を
基
金
よ
り
取
り
崩
し
て
賄
う
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

一
人
あ
た
り
の
医
疲
費
に
つ
い
て
は
、

十
年
度
で
い
え
ば
、
当
町
は
同
十
六
万

三
千
六
百
八
十
一
円
、
内
子
町
で
三
十

四
万
六
千
二
百
九
十
二
円
、
五
十
崎
町

で
三
十
九
万
五
千
九
百
三
十
八
円
、
双

海
町
が
三
十
六
万
一
一
千
五
百
七
十
五
円
、

大
洲
市
で
四
十
万
五
千
五
百
十
九
円
と

な
っ
て
い
る
。
高
医
療
費
に
対
す
る
取

り
組
み
と
し
て
は
、
重
複
・
多
受
診
者

の
指
導
、
各
地
区
で
の
栄
養
教
室
等
を

実
施
し
て
い
る
が
、
目
に
見
え
る
効
果

は
期
待
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
十

一
年
度
一
人
あ
た
り
の
調
定
額
で
見
る

と
、
当
町
は
六
万
四
千
九
百
七
十
円
と

な
っ
て
お
り
、
近
隣
市
町
村
と
比
べ
か

な
り
低
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
財
政

調
整
基
金
は
、
十
一
年
度
末
の
保
有
額

は
百
十
四
万
八
千
円
と
な
る
見
込
み
で
、

十
二
年
度
は
、
税
改
正
を
お
願
い
し
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
た
い
と
考
え
て

し
る

ま
た
、
こ
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
昨

年
チ
ラ
シ
・
冊
子
を
配
布
し
各
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
に
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
今
後
も
各
種
会
合
等
で
周
知
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

8 

独
自
の
施
策
も
含
め

福
祉
の
充
実
を

質
問
i
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
第
一
号
及
び
第
二
号
被
保
険

者
の
構
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
現
在
何
件
の
申
請
が
な
さ
れ
そ
の

判
定
結
果
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

さ
ら
に
、
第
一
号
及
び
第
一
百
万
被
保
険

者
の
保
険
料
は
年
額
い
く
ら
か
。
最
後

に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
、

原
則
一
割
負
担
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
負

担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
に
対
応
は
考
え

て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
田
被
保
険
者
の
構
成

で
あ
る
が
、
第
一
号
被
保
険
者
数
は
約

三
千
五
十
人
、
第
三
号
被
保
険
者
数
は

三
下
三
百
人
で
、
合
計
六
千
三
百
五
十

人
と
な
っ
て
い
る
。
認
定
申
請
状
況
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
二
百
十
一
件
の
申

請
が
あ
り
、
審
査
判
定
の
結
果
は
、
自

立
判
定
が
約
一
O
%
、
要
支
援
一
七
%
、

要
介
護
一
が
三
間
%
、
要
介
護
二
が
一

二
-
弘
、
要
介
護
三
が
二
一
%
、
要
介
護

凹
が
一
一
%
、
要
介
護
五
が
一
二
一
%
と

な
っ
て
い
る
。



保
険
料
で
あ
る
が
、
徳
川
ケ
被
似
険

者
に
勺
い
て
は
、
基
準
棋
を
年
新
二
一
万

百
円
と
し
、
所
得
に
応
じ
五
段
階
の
保

険
料
を
設
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、

十
一
一
介
伐
に
つ
い
て
は
、
凶
の
紅
一
山
措

芦
に
よ
り
、
約
四
分
の
一
の
日
刊
を
十

円
以
降
分
割
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
。
第
で
方
被
保
険
者
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
加
入
す
る
医
療

保
体
閣
の
算
定
基
準
に
基
づ
き
保
晴
科
が

北
定
さ
れ
、
一
般
の
区
山
保
陀
判
に
上

来
せ
山
形
で
一
括
し
て
納
め
七
い
た
だ

く
こ
と
に
な
ゐ
c

国
保
の
被
保
険
者
は
、

所
得
割
、
資
産
割
、
彼
保
険
者
の
均
等

割
・
世
帯
平
等
割
に
よ
り
算
定
さ
れ
フ
Q

有
町
村
合
榊
滑
に
つ
い

植
情
報
化
時
代
に
対
応
し
た

施
般
撒
一
品
捕
に
つ
い
て

の
公
開
と
保
護
一

質
問
:
・
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
各
種
民
間
凶
体
が
合
併
し
つ
つ

あ
る
ご
と
と
併
せ
、
特
例
法
等
の
は
整

備
な
レ
一
位
の
流
れ
に
対
し
、
町
長
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
;
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
特
弁
を
行
い
ま
す
。

が

、

平

等

割

に

つ

い

て

は

、

収
入
に
応
じ
軽
減
措
置
が
図
ら
れ
り
竺
」

と
に
な
る
。

利
用
者
負
析
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
サ
ー
ビ
ス
貸
用
の
一
割
負
担
で
あ
っ
心

が
、
施
設
入
所
訂
は
家
計
の
平
均
的
た

費
額
と
日
常
生
活
費
を
負
担
し
て
い
ロ

ゼ
く
c

氏
一
斤
旦
寸
青
二

J
し
て
土
、
一
日
一

f

イ

l
F
f
1
j
J
T
l『

X

V

P

U

4

5

の
L
L
限
な
ど
に
低
額
を
設
(
正
し
て
軽
減

対
策
が
国
ら
札
る
。
今
伝
、
介
護
河
川
崎

サ
l
ピ
ス
の
受
け
ら
れ
な
い
方
に
汁
L

て
も
、
チ
献
の
制
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
い

て
対
応
で
き
る
よ
う
、
町
独
自
の
施
策

も
ん
パ
め
、
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

つ
い
て菊

地

一
帯
曹
関

官一

-'c7 
必甲

重
要
な
施
設
と
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い

質
問
:
・
町
政
の
情
報
発
信
、
災
害
時

情
報
の
即
時
性
、
急
速
に
進
む
社
会
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
を
ふ
ま
え
、
老
朽

化
し
た
打
線
此
送
施
設
を

C
A
T
V
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
す
べ
き
と
考
え

ふ
が
、
ど
う
思
J

ノ
か
、
ま
た
、
情
報
発

信
手
段
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
部
内
一
仁

検
討
す
る
組
織
等
は
作
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
問
要
)
i
現
存

ω有
線
放
送

肱
設
は
、
機
向
性
の
老
朽
化
も
著
し
く
、

維
持
管
理
経
宥
y
h
M加
甲
山
川
に
あ
る
が
、

電
話
機
能
や
防
災
。
緊
急
放
送
等
、
大

変
重
要
な
施
設
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
将
来
今
一
見
据
え
た
絞
新
通
信

地
設
と
し
て
、
民
間
一
仁
八

1
V
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
線
山
川
相
川
市
用
も
含
め
、

現
布
施
設
に
代
わ
る
電
話
。
位
送
・
通

信
機
能
の
整
備
を
図
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

な
お
、
見
間
し
の
「
恥
と
し
て
は
、

ま
ず
、
町
民
mu
丸
々
や
専
門
家
の
意
見

「
長
浜
町
情
報
化
立
本
計
画
」

の
策
定
を
行
い
、
そ
れ
会
主
計
本
と
し
て

将
来
の
長
浜
町
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
じ
情
報
網
の
社
会

資
本
の
布
無
が
、
地
域
間
格
子
た
を
牛
み

山
寸
の
で
は
な
い
か
と
の
む
同
時
も
討
っ

て
お
り
、
重
要
な
施
殺
と
し
て
附
寸
則
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

若庁
f手

γiF 、ーー . ，ミ

向 lら
立制
し fJl

の
月下

才岨
主ょ

設置から27年を経過した有線放送施置

質
問
-
巴
・
情
報
公
開
条
例
を
制
定
し
た

自
治
体
も
相
当
数
に
上
っ
て
い
る
が
、

町
長
は
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
窓
志
は

あ
る
の
か
。
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
制
限

予
度
は
と
ん
な
も
の
か
ま
た
、
悩
人

情
鞍
併
設
条
例
の
判
定
に
勺
ド
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)

j
情
報
公
開
条
例
の

最
古
作
ぷ
に
つ
い
て
は
、
新

r-
一
民
か
ら

制
度
の
制
定
に
向
け
て
収
り
刺
も
べ
く
、

下
等
化
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
↓
ん
ふ
と
こ

ろ
で
あ
る
。
取
り
組
み
の
第
一
段
階
レ
し

し
て
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
の

制
皮
に
す
る
の
か
を
検
討
す
ゐ
た
め
、

幹
品
職

μに
よ
る
策
宅
街
口
会
恥
…
称
)

を
編
成
し
て
討
議
し
、
制
肢
の
M
Y
崎
を

策
定
し
た
い
の
第
二
段
階
で
は
、
町
内

か
ら
選
定
し
た
方
々
に
よ
る
懇
話
会

(
仮
称
)
を
編
成
し
、
制
度
運
用
の
指

針
を
制
{
一
L
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
ん
、

職
口
一
に
は
手
引
書
作
成
や
研
修
を
行
い
、

来
年
四
月
に
ほ
施
行
で
き
る
件
制
を
作

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

個
人
情
報
保
誌
に
つ
い
て
は
、
昭
和

人
ト
一
二
年
に
電
子
計
令
制
似
の
処
理
に

係
る
個
人
情
報
保
設
同
川
が
制
定
さ
れ

で
い
る
が
、
情
報
公
開
制
庄
の
制
定
に

併
せ
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、
見
直

す
べ
き
は
見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
う

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

自
主
的
@
主
体
的
に

議

論

を

め

て

答
弁
(
町
長
)
:
昨
町
村
合
併
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
変
媛
県
に
お
い
て
は

市
町
村
合
併
推
進
要
綱
策
定
委
員
会
が

設
す
一
さ
れ
、
本
年
秋
を
臼
標
に
要
綱
作

放
を
進
め
ら
れ
て
お
わ
、
れ
地
域
に
お

い
て
も
、
市
町
村
令
併
に
判
け
て
大
き

な
う
ね
り
が
発
生
し
て
い
る
現
状
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
私
は
、
少
子
高

齢
化
・
過
疎
化
が
進
川
比
す
る
地
方
に
と
っ

て
、
高
度
で
多
様
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

時
保
す
る
に
は
自
治
体
の
刊
構
築
が
必

然
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

大
き
い
自
治
体
に
な
る
こ
と
に
は
、
佐

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
停
滞
、
中
村
地
し
と
同
辺
地
域
と

9 



の
発
展
の
悟
法
与
の
問
題
も
あ
る
と
忠

わ
れ
、
こ
れ
ら
を
臼
め
て
白
人
上
的
・
玉

体
的
に
議
論
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
一
氏
、
各
界
・
各
層
の
意
見
集
約

を
凶
り
、
議
論
の
場
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
c

な
お
、
私
に
も
一
県
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
が
あ
っ
た
が
、
個
人
的
な
考
え
方
と

し
て
は
、
や
は
り
寸
万
か
ら
十
一
力
一
万
人

の
人

μ
を
躍
す
る
向
治
体
に
再
編
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
意
は
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

次
に
、
町
の
機
構
改
革
と
し
て
、
経

済
課
商
工
観
光
係
の
課
へ
の
昇
格
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
産
業
振
興
は
ご
元
町

に
U
V
理
す
る
体
制
が
望
ま
し
い
と
忠
わ

れ
る
一
方
、
行
政
改
革
小
山
中
で
効
本
的

な
組
機
運
営
を
凶
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
よ
と
を
基
本
的
に
考
え
て
お
り
、

現
状
で
改
、
課
へ
の
昇
桔
は
大
変
慌
し

い
と
思
っ
て
い
る
。

企主肖皆~缶ρ 3 
一
授蝿

戸給
食一
間
皇軍ど
(;: 

っ
し九
て

論
点
を
明
確
に
し
て

真
撃
に
取
り
組
ん
で
い
く

答
弁
(
町
長
)
・
:
学
校
給
食
問
題
に

つ
い
て
は
、
咋
年
十
二
月
に
審
議
委
員

会
よ
り
答
山
中
手
一
党
け
、
議
会
・
教
育
委

ま
た
、
機
構
改
革
に
伴
、
っ
今
同
の
人

事
異
動
の
概
要
と
し
て
、
介
護
保
険
の

円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
の
課
の
お
称

変
更
と
併
せ
、
山
注
す
る
係
の
移
動
、

一
明
祉
施
設
準
備
室
の
新
設
、
教
育
委
一
員

会
の
二
烈
を
一
課
へ
悦
合
作
?
を
考
え
て

い
る
。職

H
の
意
識
改
革
で
あ
る
が
、
私
は
、

職
員
に
「
ん
7

の

-
E
K
倍
の
れ
事
を
し

一
に
も
ら
い
た
い
。
何
の
た
め
に
何
を

L

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
考
え
、
地
域

の
た
め
に
責
任
を
持
っ
て
や
っ
て
も
ら

い
た
い
。
」
と
中
し
上
げ
て
い
る
。
合

併
に
作
う
と
い
う
前
提
で
は
な
い
が
、

臼
標
は
我
々
の
ふ
る
さ
と
を
い
い
も
の

に
し
て
い
く
こ
と
一
つ
で
あ
る
。
本
牛

か
ら
は
、
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
も

実
施
し
た
い
と
思
三
」
お
り
、
そ
う
い
っ

た
取
で
お
互
い
に
意
識
改
革
を
し
な
が

ら
、
負
託
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
c

員
会
に
ご
報
告
唱
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

広
沼
祇
を
通
じ
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

本
年
一
二
月
に
は
、
教
育
妥
員
長
よ
り
完

全
給
食
実
施
に
向
け
て
の
忠
見
書
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
-
」

の
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
形
態
ヒ
の

同
日
、
財
政
ヒ
の
問
題
を
は
じ
め
、
親

と
し
て
の
役
割
、
担
会
と
し
て
の
役
割

と
い
っ
た
と
二
ろ
ま
で
議
論
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
浜
ら
し
い

結
論
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。
学
校
教
育
上
、
家
庭
教
育
上
、

社
尖
情
勢
k
等
、
様
々
な
川
同
点
か
ら
、

十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
に
五

「
一
一
百
九
十
万
七
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
七
十

4
億
一
千
九
十
一
一
万

五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
岡
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
総
務
費
〕
電
算
管
理
費
と
し
て
、
本

町
に
お
け
る
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
惜
築
を
凶
る
た
め
、
各
課
へ
の
パ
ソ

コ
ン
導
入
費
及
び
事
務
費
等
三
千
八
百

七
万
五
千
円
を
補
正
。

宮
民
生
費
叫
介
護
保
険
費
と
し
て
、
介

註
保
険
法
の
円
滑
実
施
を
図
る
だ
め
の

軽
減
措
置
に
よ
る
、
臨
時
特
例
交
付
金

の
十
二
年
度
に
お
け
る
日
一
周
基
金
と
し

て
の
積
J
f
J
八
千
八
百
九
十
八
万
四
子

円
を
繍
正
、

〔
災
害
謹
旧
費
】
現
年
度
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
安
と
し
て
、
台
風
十
六
号

等
に
よ
り
被
災
し
た
中
野
川
災
害
復
旧

工
事
他
ご
一
十
二
件
府
内
、
ト
一
件
が
十

論
点
キ
一
叫
確
に
し
て
真
撃
に
こ
の
問
題

に
取
り
組
み
、
議
会
に
も
ご
相
談
申
し

上
げ
な
が
ら
一
つ
の
方
向
性
を
見
い
だ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
年
度
に
先
送
り
と
な
っ
た
こ
と
に
伴

、
っ
て
事
詰
貸
出
担
等
六
千
五
百
じ
十
六
万

凶
千
円
を
減
額
補
正
。

職
員
の
再
任
屈
に
闘
す
る

条
例
を
制
定

職
日
一
が
長
年
時
っ
て
き
た
能
力
や
挺

験
を
有
効
一
引
用
す
る
と
と
も
仁
、
雇
用

と
年
金
の
連
帯
や
一
関
る
た
め
、
六
十
五

歳
ま
で
の
定
年
退
職
者
等
を
最
長

4

一年

を
超
え
な
い
範
囲
で
雇
用
す
る
再
任
用

制
度
が
、
平
成
十
二
一
年
度
か
ら
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
町
介
護
保
険
条
例
及
び

?
ゐ
長
浜
町
介
護
保
険
円
滑

導
入
基
金
条
例
を
制
定

本
年
四
月
一

H
か
ら
介
護
保
険
制
度

が
実
施
さ
れ
る
ζ

と
に
伴
い
、
認
定
審

立
会
委
員
の
士
数
、
第
一
号
被
保
険
者

の
保
険
料
及
び
軽
減
措
置
の
取
冊
、
運

営
協
議
会
の
設
青
山
手
が
{
一
止
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
な
、
第
一
い
乃
和
保
険
者
の
唾
減

ぎ
れ
た
保
険
料
の
、
財
政
支
援
措
置
と

し
て
交
付
さ
れ
る
臨
時
特
例
交
付
金
の

受
け
入
れ
の
た
め
基
金
が
設
け
ら
れ
、

介
誌
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
入
に
よ
り
、

制
度
の
円
滑
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ハ
U

1
i
 

長
浜
町
総
合
計
画
を
策
定

平
成
二
年
に
策
忘
さ
れ
た
長
沢
町
振

興
北
画
基
本
構
恕
を
見
直
し
、
新
し
い

町
づ
く
り
の
た
め
の
総
合
的
・
計
画
的

な
町
政
運
背
の
指
針
と
な
る
、
基
本
構

想
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価

f
審
査
委
員
会
委
員
に

上
川
高
敏
氏
を
再
選
任

長
浜
町
同
定
資
産
評
価
審
査
委
門
会

委
員
の
上
川
高
敏
氏
は
、
布
寸
必
一
十
二
年

二
一
月
一
二
十
一
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
と
め
、
後
任
に
同
氏
を
再
盟
国
任
し

議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
県
、
満
場
一

致
で
同
忘
さ
れ
、
長
浜
町
固
定
資
一
正
一
計

価
審
査
委
員
会
委
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

管
理
委
員決

ま

長
浜
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
浦
光

口
氏
は
、
本
年
一
二
月
二
-
十
一
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
議
長
に
よ
る

後
任
の
指
名
推
時
が
行
わ
れ
た
村
果
、

満
場
一
致
で
次
の
万
々
に
決
ま
り
ま
し

た

。

一

敬

称

略

)

{
委
員
〕

い
い
川
茂
敏
(
七
二
・
長
浜
」

山
山
宮
久
夫
(
六
五
・
自
滝
)



小
西
善
示
(
六
七
・
市
一
u

旧
)

中
旧
正
直
二
つ
一
白
上
老
松
」

〔
補
充
員
】

飛
田
盛
茂
(
六
五
・
世
茂
)

津
田
久
光
一
?
ハ
一
千
・
今
坊
)

小
西
伸
一
工
八
二
・
出
海
)

政
所
産
一
(
六
二
櫛
生
)

な
お
、
四
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
選

手
営
理
委
員
会
で
、
上
川
寓
敏
比
が
委

員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

間JI
(哩職|

H <=) 

二周

AH会
iiU葺l
任~

[
係
長
紐
以
上
は
職
名
義
一
示
。
課
管
下

の
室
冒
出
先
機
関
以
外
の
課
内
移
動
は

省
略
。
※
詳
細
は
、
職
員
配
置
↑
間
一
を
参

照
し
て
〈
だ
さ
い
。
]

(
注
)
事
専
・
:
事
務
専
門
員

〔
総
務
課
}
菊
地
位
宏
(
豊
茂
公
民
館
)

武
同
突
佳
(
住
日
目
諒
)

〔
企
画
調
整
課
)
王
幹
兼
課
長
補
佐
・

植
ゆ
岳
志
(
建
設
課
長
補
佐
)
〈
地
域

掠
圏
一
室
〉
事
専
・
友
沢
あ
っ
子
(
会
計

室
事
専
)

{
税
務
課
〕
課
長
補
佐
兼
同
上
調
査
室

長
補
佐
・
山
本
安
庸
二
訓
長
補
佐
)

〈
国
土
調
査
室
〉
霊
長
・
中
野
健
此

(
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
)
係
長
・
雌
本

修
二
(
税
務
課
国
土
調
査
係
長
)
浜
上

幸
治
(
税
務

A
J
ん
成
護
(
税
務
課
)

〔
住
民
梧
祉
課
】
課
長
・
ト
人
野
勇
(
住

民
課
長
ゾ
課
長
補
佐
兼
町
民
出
祉
係
長

兼
川
相
対
策
係
長
・
土
口
出
直
人
(
住
民

課
長
補
佐
兼
同
和
対
策
係
長
)
事
専
兼

年
金
係
長
・
犬
同
尚
子
一
一
住
民
課
事
専

兼
年
金
係
長
)
事
専
ト
八
木
み
つ
子

(
企
画
調
整
課
事
前
ソ
~
一
戸
籍
係
長
・
久

井
一
一
戸
休
日
目
課
国
保
係
長
)
幼
見
糾
祉

係
長
・
小
林
吉
安
(
制
祉
課
幼
川
一
泊
祉

係
長
)
野
地
高
弘
(
性
民
課
)
一
ん
呂
上
孝

一
(
福
祉
ポ
西
山
厚
子
一
福
祉
課
)

三
谷
鈴
芙
(
住
民
以
)
ボ
真
理
子
(
福

祉
課
)
山
下
由
香
理
(
経
済
課
)
〈
隣

保
館
〉
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
事
・
瀬

川
幸
司
(
出
海
公
民
館
)
今
坊
友
愛
館

、
ぶ
事
・
高
橋
且
人
(
今
坊
曜
保
館
)

〔
保
健
介
護
四
時
}
総
括
参
事
兼
在
宅
介

設
い
え
援
セ
ン
タ
ー
所
長
・
山
下

A

仁

(
一
福
祉
謀
長
)
課
長
・
下
回
健
一
二
(
出

社
訳
介
註
保
険
準
備
室
長
)
課
長
相
佐

兼
保
健
指
導
係
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所

長
・
宇
都
宮
草
刈
2
X
(
栢
社
課
課
長
補
佐

兼
町
民
福
祉
係
長
」
平
時
兼
高
齢
者
介

註
係
長
・
山
本
多
喜
男
(
福
祉
課
事
専

兼
老
人
福
祉
係
長
)
事
専
兼
国
保
係
長
・

城
戸
茂
川
(
佐
民
課
事
専
兼
戸
籍
係
長
)

谷
上
民
情
(
福
祉
課
介
護
促
険
準
備
室
)

熊
本
昌
弓
(
楢
祉
課
)
東
勝
浩
(
住
民

課
)
山
木
康
賢
(
住
民
課
)
〈
福
祉

施
設
準
備
宣
〉
室
長
・
日
中
宏
幸

(
学
校
教
背
課
長
)
事
専
兼
福
祉
施
設

準

備

室

係

長

・

(

福

祉

課

事

専
兼
福
利
施
仕
係
長
)
〈
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
〉
係
長
・

J
呂
和
子
へ
福

祉
課
介
護
保
険
準
備
室
係
長
兼
在
宅
介

誰

ι援
セ
ン
タ
ー
次
長
)

な
お
、
各
診
療
所
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー

の
所
管
は
、
保
健
介
護
課
に
な
り
ま
し

た。〔
経
潰
諜
]
一
一
一
秋
レ
イ
子
(
住
巨
人
法

J

【
教
育
課
〕
教
育
次
長
兼
教
育
課
長
-

世
々
木
芹
一
(
教
育
次
長
兼
社
会
教
育

課
長
)
記
長
補
佐
兼
生
涯
教
育
係
長
・

菊
地
邦
求
(
社
会
教
育
課
長
補
佐
)
謀

長
補
佐
・
豆
松
直
博
(
社
会
教
育
課
長

袖
佐
川
LX化
振
興
係
長
)
訓
長
補
佐
兼

作
校
教
育
係
長
一
・
二
吉
正
昭
(
学
校
教

育
課
長
補
佐
校
拾
務
係
長
)
事
専
兼
文

化
振
興
係
長
・
松
本
治
子
(
学
校
教
育

課
事
専
兼
学
校
教
育
係
長
)
教
育
品
付

係
長
・
菊
地
英
夫
(
社
会
教
育
課
生
語

教
育
係
長
)
丙
一
円
潔
(
総
務
課
)
劃
鮎

紀
彦
(
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
)
坂
本
直

哉
(
社
会
教
育
課
)
〈
公
民
館
〉
豊
茂

公
民
館
、
玉
事
・
城
戸
駅
長
(
老
人
ホ
ー

ム
白
山
国
)

Z
E品
川
室
}
事
専
・
宇
根
や
す
子
(
住

民課一宇宙寸)一

〔
老
人
ホ
ー
ム
白
山
園
】
事
専
・
都
築

小
百
(
社
会
教
育
訓
事
専
)

[
長
浜
保
育
所
]
所
長
・
常
国
民
子

(
白
川
川
保
育
所
)
佐
竹
千
恵
子
(
喜
多

灘
保
育
所
)
今
回
邦
子
(
且
計
戊
保
育
所
)

【
由
滝
保
育
所
〕
所
長
・
矢
間
栄
津
定

(
長
浜
保
育
所
~

[
沖
浦
保
育
所
}
何
野
美
和
(
大
和
保

千
万
所
)|役場の課・霊の髄(各都)ガ一部変わりました

退か
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
μ

地
吠

H
H
H
l
 

マ
長
浜
保
育
所
事
務
宙
J

門
員
戎
出
長

下
町
一
足
澄

今回の機構改革に伴い、一副の謀・室等の配置と名称ガ変わりましだ。ご迷惑をお

かけいたしますが¥よろしくお願いいたします。

見取り図としては次の

とおりですか¥詳しくは、

14~15ページの職員配置図

をこ参照ください。

※なお¥社会教育課と学校 教 育 課l去、 I敦育課Jに統合されました口 I 
l.一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一J

生活環境課

税務課収入役

会長十室富岡

11← 



予。巨3 

広ま
当は 1F
初 前工
予 年 zz
算 度 2E

会重
比 主記

号露

費
81意 2，216 万 6千円 (38 ， 9~~f) 噌)

ー南支管四、 文書、広報、有線放送

電話、財産管理、企画、事

務連絡、市狩管理、コミコ

ニティ推進、情報通信基盤

整備、公園整備、徴悦、戸

常住民登録、選守をなとに使

われま「よ一。

{ま h 園町

諸収入札195万3千円，12%)
繰越金 5，000方向け 8%)

向動車取得治安付金 4，000万円 l、0.8%，

地フ'";特例会付金 2.000万円 (04%、
利子割交付金方向 (0.2%ノ

財産収入 511τ31円 (0.1%、l

そのj'['132075'2千両〆00%ノ

地方受付税
25億5τ000万同

148.7%: 

性賀5到の最電車F

J讃!
1 1億 2，6 8 3万 9千円

地蚊生活環境の改#や

隣保館の運営、国民年金

事務のほか、老人福祉、

但 ず福 祉、 身体 障害 者福

祉、 f手二チ福祉などに使わ

れます。

の歳出(~>園開自由勺でア

12 

d宣 p
-州._. 
E幽刊磁器公私

i 51意 1，274方 9千円 (5.9 '?e，減)

保健衛生全般、環境保護、ごみ処理などに使

われるお金です。 保健衛

生費と清帯費を計上し、

j生 活 宵 慣 病 対 策 、 健 診 事

1業の充実、環境保全対夜、

別公害対策などを進めるこ

とにしています。



6億 4.250万 4千円 (5.5%減)

置や県の補助を活用して道路整備を行ったり、

河川、下水道等の維拍子補修したりするために使

われ空す行また、交通安全施設の設置、 さ らに

~ i土、防災、住宅管理などにも

悦われますι 今年度主なもの

として、町道内滝柴線橋梁整

備工三;拝費や、|司上干iJ用計画、

都市計困マスタープラン策定

委託字!なととも台まれますー

;聾「
4.472万 3千 円

(43.9()!ol目j

商工業の活性

事業のために借り入れた

お会 の返 済金 です

「

i
j
y

f

設

立

慌
一
回
円
明

F
ふ

千

目一声
ι
1

蘭
日

一一-一一。
事
J

I 農 jキ取長産

ム
J

け

て

〆

、

L

-

r

与

一

目
U

同
事
島
将
一

戸
記
欝
ソ
ニ

U
費

業

林

市

青

端

賢

怠

夢

一

耐
力
一
定

U
務
昨
日
吋
び
酷
監
慶
一

%
討
口
一
詐
九
十
主
的
、
既
-
一

l

州、など一ぶ

s
m
J

2
会

援

ェ

一

関

の

の

一

川
J

百

一

安

沖

付

費

産

魚

業

↑

同

日

ド

リ

誰

諜

沫

稚

柏

一

中

J
R
品

川

酎

料

配

帆

臼

一

5

由
一
氏
市
人
十
;
宥
宇
一
、
ヨ
」
九
一

周
一
仁
市
川
幅

L
軒

肝

H

L

J

一一

日
し
一
ゴ
同
め
整
ど
の
持
く
れ
一

れ

と

、

た

林

な

港

縫

っ

ゎ

一

ペ
費
化
フ
円
三
和
林
備
漁
…
の
の
使
一

4
業

動

岡

、

整

、

設

等

に

一

倍

農

流

を

は

道

て

施

流

進

一

3

の

興

て

持

し

係

放

推

一

31:意 5.986万 3千円 (7.3%減)

学校、社会教育施設の整備充実及び、

文化事業、生涯!;~'/;:t 、スポーツ

拡興、青少年の健全育成、同和

1教育、国際交 流 事 業 な ど に 使 わ

れます。今年度主なものとして、

長浜小学校プールの改修卒業費

なども含まれ士す。

7，554方 1千円

(32.0 %;Ii支)

災害を受けた箇所を慢

I[!するために使われます。

今年巨は、昨年台風16号、

集中豪雨手で被災しだ災

害の復II:::l費を計上してい l

ます

日労者福祉の増進のため、勤労 J4-
体育セシターの運営に便われまづ。

( A 曲全.ð..吾~ ¥ 

r' Lt…ー富一里Lー〆/1

1水道事業

!三億3，5 6 9方 2千円 i 
i 今年度も、従山Iたした漏，

: 7.1'(~かl査を行い有 JI又予の|古J : 

: _j.に努めると E 

iともに、助力ー

;費等ljE経費の

;白行{成をわいな

がら経営の安 I _ s ~ 

;定をl叫り t宇。 I 1酎l 弘 a

! Iぷ些ji
:工業用水道事業
: 2ヲ 5 7 9万 5千 円 j 

工業用水は、 1 11使!

E 用料が::;，:300立 }jメート

a jレの契約:;Jく量;で、 1見守主3

;社bこ供給しています~ : 

/ 

i圏民健康保障
~ 'j 1億 220方 6千円 l三5%減)

l 国民健康保険被保険者の医療費を

i之祐 Jるための経脅で、す。

i国民健蔵保障直営言金額所

11341万 6千円 CO.5%J';Q)青島) 簡易水道事業
l 国民健市保険被 保 険 者 等 的 訪 ほ に
要する経費ですo

j老人保躍
! 1 r億 924万 3千円 (11.0%減 1

を齢者の医療費を支給するためめ

j経費す。
51憲 1.831万 9千円(背増)

j港湾施設事業 介"隻保険被保険者の介護給付を J
i 1.730方 8千円("1ス%増) ふとめの経費です。! 港湾施設管理のための経費で寸 o 嗣券

住宅新築資金等貸付事諜 5γ00万円(皆増) ~ 
i 1 '.~~":斗万 9千円(川 j 謝柑品券

住宅新築資金等貸f什、，j一金めイm白還 4令仁や

|償還に要す之〉事市費です

」一一一一一一一一一一一一一一一一一一 _..J

持 月。 A

曾
引
町
制

13 

土地取得
1億 5，2 8 0万 3千円

(5J .1 上自}

長浜港隣暖地ι公
共上IJ:l也を造成するた

めの託費ですい
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皆さんの家庭に、新年度のごみの仕iし方パンフレッ酪

「を配付しましたか、 7種主了日Ijによるこ、みの収集も開

2年 ur三大!っ、指定袋(大i 1 枚あたり 4υ円、 m-tご~::J
ごみにつL、ては 1個あたり 1，000円という金額も、 主主l

そ れ を 処jヰける費月]を考えれば納得しミんだけたもの担

と考えておりま寸〈ノi'!乏ともご協力をお願いいたし

ますれ 日

ごみの!Jj(*'fヤ リサイク )cの守fお隼(上、ご♂Aを出されし出

る皆さん 人ひ と り が 、 分 別 の 徹 底 や7Jq'先いするこ閣

とが基本 C4一 本 う 一 度 、 パ ン フ レ ア ト に 円を通し日

こ、正 Lv、ごみの出し方をすー十)ましょう。 プ
Jレールを守るのが面倒くざいからといって、 i近立路山

i江(7いしミにごみを投げJ手会7てたり)ルLι〆-一川)川iレ/を守らないでで'~収|収又集鼠
ス

ンび山j干利l刊J用者にj述主言惑5犬カi~切カ 4φカ、る lぽ;;1:'7カかう←込りでで、なく、 l訪台によっ 凶器

て は法律で罰止 ι1れ

よす c

:~~ 

，詔

3月 26 i=l、町民の I_;、I坊で、長浜町商品券の公開抽

選会がれわれ、次のとおり当選番号が{たまりました。

対象商品拙車券は NO.OOOOl'~90000 

1等 (3万円分商品券 3等(2千[11分|品券)

下5けた 24611 f3けた 626 
36151 
79689 

2等(1 万 ['1 ノ~ij" I t'~J- 1 '1 i券)

下4けた 3802 

【景品烹換期限] 5月 31日まで

835 
871 

895 

どんなに面倒でも、

私たちの千でごみを

減 らし、資iJJ五を大切

に する 術開 引社会的

構築が不円J<，にな時代

です { み ん な でが/v

t:fりましょう"

【交換場所3長浜町商工会(その場で引き替 え で き

留ます)

銀 な打、新衣料F品庖 1っ花)、津田商庖(今坊j、 JR::

同電気匝(櫛生)、如11'['商庖(1+:'，海)、戎商庖・松[iiij

....本居・スカノ合物!，'，[ (~Llニ長浜)においても受け付

けます7うZ、づ!き梓えに 2~ 3 i=l要 4る場合がありま

見~ので、 ご J与えください。

r皆 同 U 目白血・ー・欄四回周 開劃園田町幽園田~ ~ =..幽.-四面白幽圃・ E 園==--~~~，-，~圃圃 E 幽園田開胃胃圃~ = ~ =司回国圏直--国関口== = =口開層圏・・ m 圃層調閉 E ・圃圃副司 co..~ =皿圃胴町属国聞副--園開園官

tでノ矢自 すか?
:v赤 iサは、 皆 さ ん の 身J止なとこ λで活動してい

ます。

では どのような活動をしているのでしょうカー

ホ災害救護活動

災害がおきた11)(二必要な、毛布ー日用品等の

よえ援物資が提供三オ していますり

*国際救援 活動

紛争ヤ門片災害で苦しむ世界の人みの杭訟が

行なわれています。

*血液事業

医療に必要な lill液を、田内の献血ご u給でき

とJ ょう全力7l_~ J~-!. くしています。

*青少年赤十字活動 E 奉仕団活動圃救急 法 や 家

庭看護法の講習会等も行なわれています。

女このよ一、)な;か寸 7ーの活動は、皆様7う斗人会せら

れた社官により行われています。

5月 は 味十字運動月間です。県下一斉

fこ雪景十字社員増強運動が行われます。

当時も募金 や新規社員め募集に取り組み

ます。皆さんのご協力をお願い致します。

赤十字運動を

赤十字にほ表彰制度があります

〔普通社員]
く>基準額 500円以上

*納入方法毎年

*表彰|人j在 プラスチッ

ク門干票

[特別社員]
く〉基準額 1万円以上

ホ納入方法 毎年1，000円

以上又は一時に 1万円以

上
*表彰内容ー感謝状 陶器製門標(11ソ¥，(土木札J人

:R;~ ) 

銀色バッジ(何人j

。基準額 3万円以上

水納入方法毎年3，000円以上又は一時に 3万 円

ιu二

陶器製門標(1:1;人は木札大空I_]_ j 

金色バッジ(他人)

※ 20万円以上の場合、有功単':こし寸友彰制戸をもあ

(')ま j。

ポしくは、役場住民福子rI:，深町民情祉係(世 52 
1 1 1 1・(有)2 0り 3) :iでお問い合わせくださ

H 
E 

--E 
E 
M 

E 

E 

E 
目

-E 

' 8 

2 
0 . 
E 

E 

B 

L、。
耳

目
h 園田・---・・古田町品回聞島田園圃圃圃 M 幽園幽圃圃盟国司圃園開=~ ~-田園田園口山-司欄・・・・ E 圃園冨岡凶司 3・・幽 E 町田園田- - 園 田 圃 園 -.岡田 u ・ a・ R 冒圃幽・ E 回目園田園田 E ・・・ E 四.... --圃司圃圃圃司--耐暦園田司== ~j 
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ふれおい会館だより

第27固さっき展示会

恒例となっているさっき展。今

回も、色とりどりのきっき約 60 

鉢が展示されます。

皆さん、ご、近所お誘い合わせぜ

ひこ鑑賞ください。

I期 間 ] 5月 3 0 日 ~6 月 4 日

(午前 9時~午後 5時)

I場所]ふれあい会館ギャラリー

jpw.:掛踊翻摺鱒鵬搬蹴誼E鰯蹄商品宮郵

何時党(町民税圃圏定資産
議税)(こ対する前納報奨
襲金の交付率改正

最近の社会経 済情勢、特に金利

状況 等に 鑑み 、平成 12年 4月 1

[調査期間1平成 12年 4月 1日

から 13年 3月 31日までの 1年

間。

{調査対象者l出生・死亡・死崖・

婚姻-離婚届を出される方々。

I調査う方法l各 届 げI畜てを出される

ときに、 そ れ ぞ れ 職 業 を 記 入 し て

いただきます。(専門・技術職、

事務職、販売職、サービス職・・・等)

また、死亡屈には、産業も併せて

記入していただきます。(農業、

建設業、不動産業・・・等)

日:午後 1 時~4 時

I実施場所]大掛|保健月斤

Iその他}無料。電話予約必要。

リ議抑制自制世間在時間昔話担能融持2詰融制5描出自

3銃事告刀剣類の
議 登録について

平 成 12年度銃砲刀剣類の玉三録

鑑定を次のとおり実施しています

ので、速やかに発見者(所有者)

自身が銃砲刀剣類を持参し、登録

手す売をしてください。

I日時]毎月第 3水曜日(祝日の

詳 し 〈は、役場窓口でおたずね 場合は翌日)

ください。 o万剣類・・・午後 1 時~4 日寸

評班活躍田直部臨翻寝静ぷ官接躍w:;陸部態毘盟蹴 O銃 砲・・・午後 3 時~4 時

護大淵{果健所からの I会場1愛媛県立凶書館(松山市

g お知らせ 堀之内)

I持 参 品]0万 剣 類 発 見 回 出荷証

ピカイチ歯の健康相談 。 当 該 銃 万 剣 類 。 手 数 料 1件につ

幼児(1 歳 ~6 歳まで)を対象 き6，300円(登録証再交付手数料3，

日から交付卒が納期前に納付した に、ピカピカのよい歯を目指して、 500円)0身分証明書(運転免許

税額の100分の 1から、 100分のo. 歯の健康相談を下記により保健所 証、健康保険証など、本人である

5に改正されました。 で実施しています。ぜひご利用く ことがわかるもの)

詳し ぐは 、役場税務課(宮52-1 だ さい。[注意]0銃砲万剣類、は、発見時

111園伺2042) までお問い合わせ

〈ださい。

瞬時臓器購話器翻話器提綿織鱒臨時職
'-"， 

器入国重力態職業園
自 産業調査にご協力を

厚生省では、 人口動態調査を毎

年実施してしミます。この調査は、

皆さんからの出生・死亡・死産・

婚姻及び離婚の各届書をもとに、

出生や死亡の状況などを調べるも

のですが、国勢調査の行われると

し には、届警に職業の記入もお願

しミすることとしております。また、

死亡届には、併せて産業の記入も

お願いいたします。

調査結果は、 今 後 の 保 健 福 祉 の

向上 に 役 立 た せるための統計資料

として利用されます。本年は国勢

調 査の年であることから、届出を

される方々にはご面倒をおかけし

ま すが、ご協力くださるようお願

いいたします。

一 17

I内容]歯科検診、歯磨き指導、

虫歯予防フッ素塗イri、健康相談、

栄養相談

I実施日1平 成 12年 4月~平成

1 3年 3月までの毎月第 3水曜日.

午後 1 時~3 時(予約制)

I実施場所1大川|保健所

[申込先1大洲保健所保健課(雷

24-3165) 

女性の健康相談

生涯を通 じ た 女 性 の 健 康 に 関 す

る 相 談 を行います c

[実施日時]平成 12勾:':4月一平

成 13年 3月までの毎月第 3木曜

日:午f麦4s寺一 5S寺

I実施場所]大洲保健所

iその他1無料。電話予約必要。

思春期保健相談

思 春 期の子どもに関する相談を

行しミますo

i実施日 時1平成 12年 4月~平

成 13年 3月までの毎月第 4本日程

の状況のままで持参のこと。 。会

場には駐車場がありませんのでご

注意ください。

Eお問 い 合 わ せ ] 愛 媛 県 教 育委員

会文化財保護課(宮()89-934-3229) 

まで。
r園田問問司唱問調関巴園田冒開閉司閏園田園 E 園田園個回圃園田園園田園-，

新刊情報です
~長浜町立図書館~

書 名 著者

。おひで

O砂漠の駅

北原亜以子

森村誠一

。小さいことにくよくょするな 3

仕事はこんなに楽しめる

リチヤード・カールソン

O幸せの花言葉と心をいやす花

療法

。墨彩画のすすめ

。生命の話をしよう

片桐 義子

白沢恵舟

清水 オ斤
仁コ

E 

晶司圃闘個個園田 園圃圃園司園園田園置盟国副圃 E 四国園田園 田園田園周回目」



命頓2睦つ併τ
国民健康保険事業の運営につきましては、昭和62年以来保険税率の改正を行わず逆営してまいりました

が、しかしながら、経済情勢の低迷等により伝険税収の伸び、が期待ごきず、また一方、歳出においては、

高齢化に伴い老人医療費が急激に伸び、国保 財 政 は 困 難 な 運 営 と な っ て お り ま す 。 被 保 険 者 の 方 に は多分

の 負 担 を お か けすることになりますが、国保税の改正を行い健全な国民健康保険事業運営を実施すること

にいたしましたので、よろしくご理桝、ご協力いただきますようお願いいたします。

。改正の内容

佐;!J
区 分 改 !ビ前 改 正 後

「萩保険者 H長h 7.5% 10.0% 

~担:一被世主保保帯険険別者者平育HJ等産寺 割寵~ 85.0% 
85.0% 

割額 19，300円 26，000円
割額一」| 213500円 32，000円

。圏民健康保険税の算定

i 基礎控除後の絵所得金額により計罫被保険者所得割額

被保険者資産割額

被保険者均等割額

世帯 ~fj 平等割額

|土地及び家屋に係る吉町、の額に上十)計治

世帯の加入者に応ヒて計算

1世帯いくらと計算

保険税は、この 4つの項目をもとに算定し、 1

lノ課税限度額仁つきましては、 53万 l'Jです。)

。軽澱割省、につい℃

|吐帝ごとの保険悦額が決まります。

被保険者均苧割楕及び、世帯別平竿割額については、所持に山じて、 7剖・ 5剖. 2割の軒械が行 わ

れま寸に(平成10・1J iJ工皮は 6割・ 4叫の軽減しかありませんでした。)

。軽減世 につい
イ駒

ロ

ノ、

7~リ車王U戎さオLる [1 し有干・

5告1)軽減され之)[11:帯・

2害H車圭{}Iえされしる竹←市

-その!吐帝の所得が33万円以一卜の世帝をいいます。

-その [11:'帯の所得ーが[33万円十 1(被保険者数-1 ) X24.57J円 I]以下

の[11:帯をいいます。

ーその [11:帯の所 得が33万円十

ます。

(被保険者数X35万円)以下の世J帝をし代〉

凶比倖康保険税の被保険在均等割領と世帯別平等割額(牛額)

2割軽i式 8~~朗日川 軽減蕪し
一 一-

一三 一_0_害l里旦(3型主)I 5哩埜(5割負担)

被保険者均等割額 7，800円 13，000円 20βOCトlJ 26，000円

トIlt許可事面語 9，両両一丁一反面OPl
l 合三I 17，400円 29，000円

25，600円 32，000刊 i

-Z6J4而百一一「-58，OOO円 | 
(砂川土手割額ー資1壬剖舗の軽減はめり主寸ん。)

あなたの、世帯の年間国民健康保険税額は、次の計算式で算出されます。

所得制領課干J出J%~I升利( 円) X税率 (10.0%) ( 円)

2 資産訓領 凶定資産税制[ 円) X税率 (85.0%) = ( 円)

均咋割初 1人当たりの iァ酒( 円) X加入者数( 人)ニ( 円)

4 てT三千字訓額 1 世帯、r~ たりの金額( 円)

1 2 + :3 + 4.~ ( 円) 1年 聞 の 国 民 健 康 保 険 悦 額

18 
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人保健の減額時|青li協和i関{ずつれる方ヘ
老人区霞の入院時一部負担金減額の特例を費けられる方へ

6月ヵ、らの人目について、入院時一部負担金の減相認定を受けられる方は、役場保1'&介護課L+J保 係で手

す亮きをじてくださし¥、

認定の開始円は、巾話した日の属する月の初JLJかんになります。 6月に入院された場合は、 6JJ巾に手

奇亮きをi斉:ませてく/とさし迫。

なお、この認定/~:受けられるのは、次の条件に誌 111 しとし、る方です。

(1)老齢福祉年金を受けている方。

(;t， 老齢福祉年金受給者の属寸る世帯で、生計に要する費用を負担してしミる )J (世帯主に限らず、所伴金

額、課税の扶養控除、健康保険の扶養等から町が生計維持者と認定した者が町民税を課せられていな

しミこと。)

③子続きに必要なもの・・・凶民年余証書、健康手帳(老人医療受給者証)、保険証、印鑑

老人保健標準負担額減額認定証圃老人医療の

入院時一部負控金隈度額適用認定吉正の適用を受けられる宵ヘ
6 ) Jからの入院について、老人保健標準白担額減問認定品(食事代の減額)、老人医療の人院時 部負

担金限度右足適用認定証(入院治療費に限度杭~:(適 JIJ)の誌うにを受けられる方は、牧場保健介語調 lxll!fd系で

手続さをしてくださいの

認定の開始 Hは、申古した日の属する月の初けからになります。 6月に入院された均台は、 6月中に手

続きそIi寺ませてください。

なお、この認定を受けられるのは、二欠の条件に該当している庁です 1

①同fJ3.:!;税非課税世帯の方c

(世帯主に限らず、所得金額、課税の扶養控除、健康保険の扶養等7う、ら町が生計維持者と認定した者

が町民税を課せられていなしミこと。)

③手続きに必要なもの・・・健康子11長(老人医療受給者証)、保険証、印鑑

i長期認定を受けられる方は、 90日以上入院していることを証明する有組(領収証等)を持参u I 

老人 障害認定を受けられ 〆¥

現￥1:、老人医僚の広三行者は 70 歳以上のブiを対象としておりますが、

障害認定苫につきましては 65歳からの適Fけとなりま -y

なお、この認定を受けられるのは、次の条刊にI該当している方です。 手

①国l~年余止による I;i?害基礎年金受給者( 1説、 2執のプゴ j

②身体障害者手帳 1級、 2級、 3級の一部の方、 4級の-T郊の )i

( 3級、 4級の方についてはその障害の状態により、該当にならとと

い場合があります。)

③手 続 き に 必 要なもの

F章害基礎年金受給者一-国民'q三金証言、保険証、印鑑

身体障害者手帳保持者...身体障害者手様、保険証、印鑑

この障害認定の手続き、お打¥Jし、合わせは役場保健介護課国保係

で、行っております。

噌

l高齢ー剤一一一時特例措置ーて
老人保健制度加入者の皆さんが薬剤の支給を受けた場合に、医療機関([ちに外処方せんが発行された

ときは、保険薬局)で支払っていました薬剤一部負担金については、平成 11年 7月診療分から平成

I 1 2年 3月診療分までは臨時特例措置により、皆さんは支払う必定はありませんでしたが、この度、

i この特例栴習が町主となり、平成 12年 6丹常貯介まで安払う必要がなくなりま Lだ

! とだし、外来訪慌に関する一部負担金(1 1 Iにつき :J::l 0円)は、従来どおり|均奈桃山へ k払うこ

i と 7うにl2:， J}f~ご寸
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ヲました! (納付猶予)

け
U
1

理
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¥
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1

首

い
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古
川
人

-ER
市

岡

h
J
、長

就職む1童話事
保障棋を綱めるご

g志説替、1:! 

大学や専修学校等に在学している 20歳以上の学生の方も国民

年金の第 1号被保険者ですが、本人には所得がない場合が多いた

め、親が三互主ムっていることがほとんどでした。

平成12年 4月わ¥己、ごのような親の主主主旦を解消し学生が社会人

になって力¥己保険料を納めミることができる制度ができましに。

学生本人の申請に基づき、学生さん自身に一定の所得がある場

合を除き国民年金保戸食料を納め否ことが猶予されます。

具体的な手続きは、学生さん本人の住民票のある市町村役場の

国民年金係で千すっていただくごとになりますが、その際、年金手

帳、印鑑、在学証明書または学生証が必要となります。

ごの学生の納付特例期間は、

庁、 10年以内であれば、後で納めること(追車内1ができます。

追車内すあとその当時納めたのと同じ扱いになります。

追納して満額の老齢基曜年金を受けましょう。

② 保 険 料 が 追 納 き れ な い 場 合 は 、 年 金 を 畏 け る た め 必 要 な期間

に拡算入されますが、老齢基礎年金の額の計算に辰映されま

せん。

納付特例期間中に嘩害者になった場合は、ド章害の程度に応じ

た障害基礎年金が支給されまず。

記両信記議船場
開命記語習

~20~ 
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わは 三 A 己ピ が、したれ、たこい僕 ん が途傷犬二中もた足以 1

54 三 空竺員 ぎ て号てますfGI「同 日 存可 ??r日正正也、共 i

V町，、

ま
り
が
ふ
さ
と
ん
だ
よ
う
な
気
が

し
た
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
)
そ

の
次
の
日
に
は
、

C
君
を
は
じ
め
、

あ
ん
な
こ
と
や
二
百
っ
た
友
達
の
み

ん
な
が
あ
や
ま
り
に
き
て
く
れ
た
。

僕
に
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
う
れ
し

い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
部
活
の
市

で
も
、
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
活

劃
で
き
る
よ
う
に
な
り
て
き
た
。

僕
は
、
僕
の
心
の
痛
み
に
気
付

い
て
く
れ
る
、
優
し
い
友
達
が
い

て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。

こ
の
体
験
は
辛
か
っ
た
け
れ
ど
、

今
ま
で
以
上
に
分
か
り
合
え
る
友

達
に
な
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

僕
は
、
こ
ん
な
友
達
を
大
切
に
し

た
い
。
そ
し
て
、
院
自
身
も
人
の

心
の
痛
み
の
わ
か
る
人
間
に
な
り

}

}

ミ

O

J
ノ
J

、hv

春出輩出における
山岳遭難命!功止 く警察庁〉

5月はコ、ールテLンウィークを中心lこ、春山登山が盛んになる時期 c

平地の天気の状替は温暖でも山の天候は変わりやすいもの。山岳遭

難を防ぐために、登山装備等を十分準備し、家族や警察などに登山

計百書を提出しておきましょう。
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ひ
な
人
形
で

防
災
を
呼
び
か
け

ら
園
児
ら
が
独
居
高
齢
者
を
訪
問
1

三
月
六
日
、
ひ
か
り
幼
児
園
の
園
児

や
消
防
長
浜
支
署
員
ら
が
町
内
の
独
居

高
齢
者
宅
を
訪
れ
、
防
火
を
呼
び
か
け

た。
こ
れ
は
、
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

週
間
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
。

園
児
ら
は
そ
ろ
い
の
法
被
を
ま
と
い
、

拍
子
木
に
合
わ
せ
て
「
火
の
用
心
」
の

か
け
声
を
か
け
な
が
ら
町
内
を
回
り
、

十
三
件
の
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅

を
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
。
空
き
箱
な
ど
を
利

用
し
た
手
作
り
の
ひ
な
人
形
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
な
が
ら
、
日
頃
か
ら
の
防
火
を

呼
び
か
け
た
。

シ
ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア
を

ウ
ォ

l
キ
ン
グ

ー
し
お
か
ぜ
ウ
ォ

l
ク

な
の
は
な
大
会

1

二
一
月
一
一
十
六
日
、
う
ら
ら
か
な
晴
天

の
下
、
上
離
j
長
浜
聞
で
し
お
か
ぜ
ウ
オ
ー

ク
な
の
は
な
大
会
が
開
催
さ
れ
、
ウ
ォ
l

キ
ン
グ
愛
好
者
ら
約
三
百
二
十
人
が
参

加
し
た
。

予
讃
線
(
海
岸
回
り
線
)
の
活
性
化

と
鉄
道
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
J
R
四
国
が
企
画
し
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
。
参
加
者
ら
は
、
帽
子
に
運
動
靴
、

飲
み
物
な
ど
を
詰
め
た
リ
ュ
ッ
ク
姿
で
、

午
前
九
時
に
ふ
た
み
シ
ー
サ
イ
ド
公
園

を
ス
タ
ー
ト
。
一
路
長
浜
を
目
指
し
た
。

途
中
の
し
お
さ
い
市
で
は
、
地
元
関

係
者
ら
が
鯛
飯
や
っ
き
た
て
の
お
餅
で

ひな人形をプレゼン卜する子どもたち

春の日差しを浴びながらゴールを目指す参加者

伊能小図に署名する西田町長

4月 5目、伊能忠敬の足跡をたどり、 2001年元且までの 2年間で日本列品

を一周する壮大なウオークイベント「伊能ウ オ ー ク 」 の 隊 員 約60人が長浜町

に到在した。スタートから360日目に当たるこの日、役場前では西田町長を

はじめ関係者ら多数が出迎えた。

同体育館で、行われた到着式では、大内惣之丞本部隊長の挨拶に続き、西日

町長が「骨さんを敬意を込めて歓迎しミたします。今後も体に気を付けて目標

を達成してください。」と挨拶。また、記念として、全国で246番目になる伊

能小|司への署名を行ったの

翌 6日午前 7時 35分からは、 同体

育館で出発式が行われた。この日は、

地元参加者として約50人も参加υ 森

川純行町体育指導委員のストレッチ

体操で体をほく、した後、出発の撒と

して嵐太鼓の演奏も行われ、午前 8

~'T ，行は一路次の目的地伊予 市役

所を目指し長浜町を後にした。
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平成12年 5月l日発行

題題提EE跡指...
4月初旬、 JR伊予長浜駅敷地内と町民の広場へ足を運んでみ

ました。 チューリップをはじめ、色とりどりの花が咲き誇り、そ

の 色 彩を競い合っていました。 間もなくアジサイや花菖蒲もその

仲間入りの季節ですね。

(有)岸本印刷

黄色~

印刷

白赤

平成12年 5月号

~みんなで広げよう花づくりの輸~

町民の広場の花壇J R長浜駅敷地内の花壇
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正
:
・
本
紙
四
月
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十
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ジ

の
長
浜
文
芸
の
記
事
中
、
「
大
津
節

子
」
は
「
大
津
邦
子
」
さ
ん
の
誤

り
で
、
一
歳
で
す
コ
ン
ニ
チ
ハ
の

山
根
孝
哉
ち
ゃ
ん
の
誕
生
日
は
、

「平
成
十

一
年
四
月
二
日
」
の
誤
り

で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。人口・世帯数のうごき

3月 末 現 在 前月との比 較

9，874人 44人減

人 口 (男 4，661人) (男21人減)

女 5，213人 女 23人減

世帯数 3，613世帯 5世帯減

松長
山
市浜

今戒黒柴 沖 戒 出

j甫 )11 田

登久 山

「わけもな く古里が好き 5月来

ぬ」木芳。生まれ故郷ほど温 かく

恋しいものはな""0先祖代々守り

育てた歴史があり、母のような優

しさカfある。山も川も海も四季F折々

の営みを持ち 、 日 々 の 生 活 に 活 気

を与え、生き る喜 び を 味 わ う。

5月 5日の節句を端午という 。

端午は中国で定め、この日は薬草

を摘んだり 、野遊びなどをして蘭

の湯に入札菖蒲酒を酌み、邪気

を破ったという 。 日本の場合は中

国 よ り伝わり 、菖蒲などで悪魔を

蹴うようになった。平安時代には、

宮中において群臣に宴を賜ったが、

その時の参列者は冠に菖蒲を付け
さんだい

て参内 したという 。

「枕草子」に、 「節は 5月 にし

く月はなし、菖蒲や蓬などのかを

りあいたる、いみじゅうをかし・・・。

とあるので古く からの風習であっ

たことがわかる 。 蘭湯は日本の菖

蒲湯である。菖蒲や蓬を車干に挿 し

たのは、その匂 いから邪気を被う

ものと考えられた か ら だ ろ う 。
ちまき

端午の日の綜は中国から伝来し

たが、柏餅は日 本本来のものであ

る。端午の日は 菖蒲の節句 ともい

い、 この日男の子のいる家では l織

を立て、車干に菖蒲を葺き 、武者人

形を飾り、菖蒲酒 ・綜・柏餅など

を供え祝う 。端午 の節句は、昭和

23年 (1948年)に「子どもの日 」、

国民の祝日のー っ と な り 、 「 子 ど

もの 人 格 を 重 ん じ、その幸福 を図

る日」となった。

5月 1日は、立春より 88日目で

八十 八 夜。茶摘みの全盛期で、メー

デーでもある 。 この日は、 1889年

にアメ リカ の労働者がデモを行い、

8時間労働を勝ち取った目 。 日本

では 、 大 正 9年 (1920年)第 1回

のメーデーカf行われた。

5月 3日は、日本国憲法が昭和

22年に施行された 日で、国民の祝

日の一 つ 。 4日は休日 。 この連休

を機会に、家族の余暇を楽しみ紳

を深め明日への活力を蓄え、郷土

の発展のために町をあげて尽力さ

れることを宇斤って1lまない。

広報ながはま

坊 川

貴太


